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●今月号の主な内容 
〔活動Ｇ〕 9.6 伊深小稲刈り体験をお手伝い…１ 

〔トピックス〕 9.22 運動会伊深地区大会…１ 

〔あんない〕10.19 いぶかのお月見会…２ 

〔協議会の動き〕（9 月定例会 ほか）…２ 

 
伊深まちづくり協議会ホームページ もご覧ください 

http//ibukamachi.com   または 検索  伊深まち協  2019.10 
NO 74 

 

 

 
▶▶▶  活動グループの動き  ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊深小 5 年生による稲作体験授業があり、

協議会委員らがお手伝いしました。 

 児童たちはグループ代表の村井隆夫委員か

ら手刈りの方法について説明を受けたあと、

一列に並んでさっそく刈っていきました。初

めは鎌の使い方、株のつかみ方などがつかめ

ず、とまどう姿も見られましたが、刈り進むう 

 

 

 

ちにザクッザクッと刈れるようになりました。

このあと、刈った稲束をコンバインへ投入し、

その作業の速さに驚く姿も見られました。その

後、乾燥・調製の工程も見学しました。 

体験後には、「この田んぼでどのくらいとれま

すか」「機械は何台くらい必要ですか？」などの

質問を委員に浴びせていました。 

この体験授業では 11月に、収穫されたコメを

使った収穫祭も予定されており、協議会では今 

後も児童た

ちの貴重な

体験をサポ

ートしてい

くことにし

ています。 

 

●●●● トピックス まちの話題から ●●●●  

 

 

 

午前中の小学校に続き、運動会伊深地区大

会が開かれ、心配された雨も降らず、全ての種

目が予定どおり進められました。「どっこいし

ょ」「サイコロ送り」「ボールでリレー」など、

例年どおりの種目に加え、久々に「キャタピラ

ーレース」も復活。馬力に自信のある参加者が

前を果敢に追い上げる姿や、勢い余ってコー

スを外れる場面には会場のあちこちから歓声

が上がっていました。 

熱戦の結

果、「野地糠

亀」の連合

チームが優

勝、準優勝

は下本郷で

した。また、

お楽しみの 

抽選会では、当たり番号が呼ばれるたびにあち

こちから歓声とためいきがあがり、1 等 1 万円

が当たった野地糠亀チームの小学生には大きな

プレゼントとなったようです。 

9.22（日）運動会伊深地区大会で
盛り上がる 
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９.６（金）、伊深小稲作体験（稲刈り）をお手伝いしました 
 －稲作体験支援グループ 
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いぶかのお月見会  

今年度のお月見会を以下の日程で開きます。どなたでも

参加していただけますのでぜひご参加ください。お問い合

わせは伊深連絡所まで。 📞29-1395 

※詳しくは別紙チラシをご覧ください。 

●と き： １０月１９日（土） 18:30～20:30 

●ところ： 伊深小学校体育館 

●内 容： いぶかに伝わる伝統的な十五夜飾り 

と月の鑑賞・コンサート 

●コンサート： 西尾諭子さん・久保いずみさん

による童謡コンサート 

●参加料： 大人 200円 高校生以下無料 

※ コンサート後にだんご汁のふるまいあり。 

●だんご汁＆五目ごはん講習会 

 同日 13:30～15:30 中切公民館にて 

 参加料：200円 

●十五夜飾り飾り付け体験会 

 小学生対象 

 同日 18:00～ 伊深小体育館にて 

※いずれも申し込みは伊深連絡所まで 

 

9.18（水）9 月定例会のあら
まし 

 

●協議：  

１．今年度の「高齢者探索模擬

訓練」について 日程は 11.15 

（金）、コースは下本郷~上本郷とし、実施細目

について検討した。 

２．今年度の「お月見会」について 10.19（土）

に実施するお月見会について細目を検討した。 

３．「たのむ輪」連絡会第 4回 これまでの実施

状況を確認するとともに、来年度からの本格実

施方法をほぼ決定し、スタート時期は来年 5月

の総会後とすることとした。 

●その他： 

 各種団体からの報告 など 

 

9.22（日）名城大学生の視察研修を受け入れ 

名古屋市にある同大都市情報学部の学生 6 名

らが当協議会の活動を視察に来られ、役員が対応

しました。 

学生らは地域づくり活動のなかでも「高齢者対

応」を重点に研究を進めるなか、当協議会の「ち

ょっとたのむ輪」の活動に注目され、説明はこの

活動を中心に行いました。 

質疑応答のなかでは、現代の若者らしい発想に 

よる指摘などもあり、役員も刺激を受けていま

した。 

 研修のあと、「伊深のごっつぉう」のふるまい

を行い、ほとんどが愛知県出身者という学生た

ちは珍しい田舎料理の味を楽しんでいました。 
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協議会 

の動き 

参加者募集 !! 

 

  

 


